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安
倍
自
公
政
権
は
９
月
19
日
の
未
明
、
戦

後
最
悪
の
違
憲
立
法
で
あ
る
戦
争
法
案
を
、

参
議
院
本
会
議
で
採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

採
決
結
果
は
、
賛
成
１
４
８
、
反
対
９
０

で
、
自
民
・
公
明
は
出
席
者
全
員
が
賛
成
、

元
気
は
反
対
１
、
次
世
代
・
改
革
は
全
員
賛

成
、
無
所
属
は
賛
成
２
、
反
対
２
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
６
割
を
超
す
「
今
国
会
で
の

成
立
に
反
対
」
と
い
う
国
民
世
論
と
空
前
の

規
模
に
広
が
っ
た
国
民
の
運
動
に
背
い
て
、

戦
争
法
案
の
採
決
を
強
行
し
た
安
倍
自
公
政

権
に
対
し
て
、
怒
り
を
込
め
て
抗
議
し
ま
す
。

し
か
し
、
法
案
成
立
と
同
時
に
多
く
の
団

体
が
抗
議
や
廃
案
を
め
ざ
す
こ
と
を
表
明
し
、

成
立
後
の
24
日
に
は
、
戦
争
法
廃
止
を
迫
る

国
会
前
大
集
会
が
雨
の
中
で
５
千
人
が
参
加

し
、
10
月
２
日
に
は
、
安
倍
政
権
NO
の
大
行

進
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
運
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

引
き
続
き
、
戦
争
法
廃
止
を
め
ざ
し
て
、

た
た
か
い
を
強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
５
年
９
月
19
日

9
月
19
日
未
明
に
、
安
全
保
障
関
連
法
（
戦
争
法
）
が
参
議
院

で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
戦
闘
地
域
で
の
兵
た
ん
、
武
器
使
用

の
大
幅
拡
大
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
な
ど
、
い
く
つ
も
の
点
で
憲

法
違
反
は
明
白
で
す
。
憲
法
違
反
の
法
律
は
無
効
で
あ
り
、
違
憲

の
法
案
を
、
国
会
で
通
す
こ
と
な
ど
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
の
６
割
以
上
が
「
今
国
会
成
立
に
反
対
」
し
、
８

割
以
上
が
「
説
明
不
足
」
と
し
て
い
る
法
案
を
、
国
民
の
声
を
無

視
し
て
数
の
力
で
強
行
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

参
議
院
安
全
保
障
特
別
委
員
会
で
は
、
理
事
会
で
の
合
意
な
し

に
突
然
質
疑
が
打
ち
切
ら
れ
、
混
乱
の
中
で
「
採
決
」
が
強
行
さ

れ
ま
し
た
。
公
聴
会
で
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
対
し
て
も
、

何
の
審
議
も
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
会
の
ル
ー
ル
を
無
視
す
る

乱
暴
な
「
強
行
採
決
」
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
安
全
保
障
関
連
法
（
戦
争
法
）
」
は
、
安
倍
首
相
の
言
う
日

本
国
民
を
守
る
た
め
で
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
地
球
規
模

で
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

国
民
は
、
「
戦
争
し
な
い
」
と
決
め
た
憲
法
９
条
を
捨
て
て
、

「
戦
争
す
る
国
」
を
認
め
ま
せ
ん
。
「
戦
争
し
な
い
国
」
を
守
る

と
い
う
思
い
が
、
一
人
ひ
と
り
を
動
か
し
、
空
前
の
全
国
各
地
で

の
反
対
行
動
や
国
会
包
囲
行
動
・
集
会
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

数
の
力
に
も
の
を
言
わ
せ
る
「
多
数
決
主
義
」
を
許
さ
ず
、
政

治
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
、
民
主
主
義
を
は
じ
め
立

憲
主
義
・
平
和
主
義
の
更
な
る
確
立
に
必
要
で
す
。

中
央
社
保
協
は
、
社
会
保
障
と
戦
争
は
相
い
れ
な
い
、
社
会
保

障
は
平
和
あ
っ
て
こ
そ
の
思
い
を
改
め
て
強
く
し
、
憲
法
を
い
か

し
、
平
和
で
い
の
ち
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、

い
っ
そ
う
社
会
保
障
拡
充
の
た
た
か
い
を
強
化
す
る
決
意
で
す
。



9
月
26
日
、
東
京
土
建
杉
並
支
部
会

館
で
26
人
の
参
加
で
杉
並
社
保
協
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
東
京
社
保
協
寺
川

慎
二
事
務
局
長
か
ら
、
社
会
保
障
を
め

ぐ
る
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寺
川
氏
は
、
ま
ず
国
民
皆
保
険
制
度

の
意
義
を
原
点
か
ら
問
い
た
だ
し
、
民

主
党
か
ら
引
き
継
い
だ
自
公
政
権
が
社

会
保
障
制
度
の
根
本
理
念
を
改
変
し
、

医
療
・
介
護
な
ど
の
改
悪
を
目
指
し
て

い
る
か
の
実
例
を
あ
げ
て
説
明
し
ま
し

た
。今

、
戦
争
法
を
強
行
可
決
し
た
安
倍

内
閣
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
経
済
的
徴
兵

制
」
が
日
本
で
も
行
わ
れ
て
い
る
警
告

と
、
政
府
が
言
う
社
会
保
障
財
源
問
題

の
口
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
、
財
源
は

大
企
業
と
富
裕
層
の
累
進
課
税
で
賄
う

べ
き
だ
と
い
う
説
明
に
、
会
場
か
ら
納

得
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

休
憩
後
の
総
会
で
は
、
年
金
減
額
裁

判
闘
争
と
、
高
齢
者
生
活
実
態
に
議
論

が
湧
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
村
田
幸
夫

（
東
京
土
建
杉
並
支
部
）
代
表
幹
事
を

再
選
し
て
、
無
事
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

（
杉
並
社
保
協

湯
浅

幸
二
）

西
東
京
社
保
協
は
、
９
月
９
日
に
西

東
京
市
民
会
館
で
学
習
会
を
開
催
し
、

台
風
18
号
影
響
に
よ
る
悪
天
候
で
し
た

が
20
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
東
京
社
保
協
の
寺
川
慎
二

事
務
局
長
が
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
」
と
題
し
て
講
演
し
、
「
自
助
」

路
線
で
給
付
を
削
減
・
負
担
増
の
社
会

保
障
改
悪
を
詳
し
く
報
告
さ
れ
、
国
保

の
都
道
府
県
化
、
介
護
報
酬
の
引
き
下

げ
、
地
域
総
合
支
援
事
業
な
ど
、
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
の
判
り
や
す
い
講
演

と
な
り
ま
し
た
。

社
会
保
障
の
改
悪
は
、
複
雑
す
ぎ
て

内
容
が
よ
く
判
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
講
演
を
聞
い
て
、
モ
ヤ
モ
ヤ

し
て
い
た
改
悪
の
中
味
が
よ
く
判
っ
た

と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
も
っ
と
学
習

し
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
12
月
か

１
月
に
同
じ
テ
ー
マ
で
学
習
講
演
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長

岡
本

卓
郎
）

八
王
子
社
保
協
も
参
加
す
る
「
八
王

子
の
介
護
を
良
く
す
る
会
」
は
、
「
会
」

と
し
て
の
介
護
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
回

収
訪
問
行
動
を
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
圏
域
ご
と
に
９
月
14
～
25
日
ま

で
取
り
組
み
、
全
体
で
50
人
以
上
の
調

査
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

訪
問
し
て
み
る
と
、
す
で
に
休
業
・

廃
業
し
た
訪
問
介
護
事
業
所
も
複
数
あ

り
、
「
廃
業
は
時
間
の
問
題
」
「
将
来

不
安
で
、
優
秀
な
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
辞
め
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
声
や
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
要
支
援
の
方
の
こ
と
が
心
配
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
問
を
受
け
て
か
ら
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
回
答
す
る
介
護
事
業
所
も
多
く
、
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
介
護
に

関
す
る
課
題
を
共
有
す
る
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
27
日
、
八
王
子
労
政
会
館
で

「
無
料
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
行
い
、

当
日
は
14
人
が
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
情
報
誌
で
相
談
会
を
知
り
、

八
王
子
市
外
か
ら
相
談
に
み
え
た
方
も

い
ま
し
た
。

各
分
野
の
相
談
員
が
手
分
け
し
て
丁

寧
に
対
応
、
今
回
は
、
年
金
生
活
者
、

特
に
夫
に
先
立
た
れ
た
女
性
の
年
金
生

活
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
る
相
談
会
で
し
た
。
ま
た
、
永

年
勤
め
て
い
た
職
場
で
、
管
理
者
が
変

わ
っ
た
と
た
ん
に
パ
ワ
ハ
ラ
で
職
を
失
っ

た
と
労
働
相
談
に
訪
れ
た
人
も
。

今
回
は
、
ビ
ラ
地
域
配
布
３
千
枚
、

宣
伝
カ
ー
も
運
行
し
、
合
計
17
件
の
相

談
と
な
り
ま
し
た
。

（
八
王
子
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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第
29
回
日
本
高
齢
者
大
会
が
、

９
月
15
・
16
の
日
程
で
和
歌
山
県

で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
の
べ
５
千

人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
成
功

を
お
さ
め
ま
し
た
。
な
お
、
東
京

か
ら
は
の
べ
３
６
１
人
が
参
加
し
、

大
会
成
功
に
む
け
て
奮
闘
し
ま
し

た
。大

会
初
日
は
、
七
つ
の
学
習
講

座
と
17
の
分
科
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
四
つ
の
移
動
分
科
会
に
わ
か

れ
て
交
流
を
行
い
、
２
日
目
は
、

全
体
会
で
大
会
の
基
調
報
告
と
沖

縄
・
福
島
か
ら
の
取
り
組
み
報
告
。

記
念
講
演
は
、
安
斎
育
朗
氏
（
立

命
館
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
「
戦

後
70
年
、
日
本
の
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
た
元
気
の
出
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
り
し
も
、
「
明
日
に
も
戦
争

法
案
の
強
行
採
決
か
」
と
い
う
中

で
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
会
参
加

者
全
体
で
「
戦
争
法
案
は
許
さ
な

い
」
大
会
決
議
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
の
第
30
回
大
会
は

東
京
で
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
大
会
旗
が
和
歌
山
か
ら
東
京

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

第
30
回
東
京
大
会
は
、
来
年
の

８
月
28
・
29
日
の
日
程
で
、
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
大
正
大
学
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
高
齢
者
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
は
、
11

月
16

日
（
月
）
に

「
第
27
回
東
京
高
齢
者
の
つ
ど
い
」

を
杉
並
公
会
堂
で
開
催
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。

「
戦
争
す
る
国
に
さ
せ
な
い
、

い
の
ち
輝
く
未
来
の
た
め
に
」
を

合
言
葉
に
し
て
つ
ど
い
を
開
催
し
、

記
念
講
演
は
「
世
界
の
現
場
か
ら

見
え
る
希
望
あ
る
未
来
」
と
題
し

て
、
伊
藤
千
尋
さ
ん
（
国
際
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、

団
体
・
地
域
か
ら
の
報
告
と
し
て
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
や
居
場
所
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
報
告
も

行
わ
れ
ま
す
。
参
加
費
は
１
人
５

０
０
円
で
す
。
各
団
体
地
域
か
ら

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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